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						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは検証済みです
二十六日。伯林に赴く。全權公使と學課の順序を議せんと欲するなり。午前十一時來責を發し、三時三十分伯林に着す。

二十七日。午前公使舘に至る。靑木公使の猶海牙に滯するを聽く。三浦、靑山を訪ふ。古莊に逢ふ。隈川の家に晚餐す。

二十八日。三浦と共に「シヤリテエ」Charité なる病理學試驗塲に至る。三浦の製する所の膽管枝、細尿管、胃癌等の標本を見る。諸友と勝利柱 Siegessaeule の下を經て幕舍 Zelten に至り晚餐す。夜博覽會苑 Ausstellungspark に至る。苑は廢兵街 Invalidenstrasse と古「モアビツト」Ait-Moabit との間に在り。曾て衞生博覽會を此に開く。故に名く。綠樹の間多く電氣燈を點し、又數所の噴水あり。納凉に宜しき地なり。同遊者を靑山、隈川、榊、田中、穗積、片山、加藤等とす。

二十九日。三浦の家にありて日を消す。夜バウエル茶店 Café Bauer に至る。三浦、加藤の球戲を作すを觀る。

三十日。公使舘に至る。公使は未だ歸らず。棚橋軍次を見る。乃ち諸事を委託す。砲兵街 Artilleriestrasse に至る。三浦、古莊及ラアゲルストリヨオム夫人 Frau von Lagerstroem と別る。午后二時三十分アンハルト停車塲 Anhalter-Bahnhof に至り、滊車に上る、車中炎熱堪へ難し。乍にして驟雨至る。凉氣膚を襲ふ。快きこと言ふ可からず。五時三十分來責に着す。

六月五日。黴菌培養法の講習を始む。

十日。夜フオオゲル氏及グレツチユマン氏 Fraeulein Gretschmann と俱に合奏會 Concert を拜焉停車塲 Bayer'scher Bahnhof に聽く。

十一日。ロオト氏又德停府より來る。バルマン Barmann の酒店に會す。コクチウス、ワグネル Wagner ビルヒ、ヒルシユフエルド、シユミツト Schmidt 及軍醫數十名與る。

十五日。家書に接す。米原師の書其中に在り。 
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